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１．概要 

エンコーダ逓倍器（インタポレータ）ＳＢ６４Ａは、正弦波出力エンコーダのアナログ出力を分割して、

さらに高分解能を得る為に開発されたボードです。分割後、Ａ，Ｂ相は、矩形波出力されます。 

エンコーダ逓倍ＩＣ（ＳＭ３４７１ＡＢ／セイコーＮＰＣ）を採用し、大幅コストダウンしました。 

ＳＢ６４Ａは、Ａ相Ｂ相正弦波入力信号を最大各１６分割できますので、６４逓倍器として使用できます。 

分割設定は、ＤＳ２で設定します。設定値は、２，４，８，１６(逓倍)が選択可能です。 

シングルエンド入力タイプ：ＳＢ６４ＡＳ１と差動入力タイプ：ＳＢ６４ＡＳ２があります。 

２．特長 

（１）高速応答，高精度  入力周波数：最大３００KＨｚ 

（２）Ａ，Ｂ相矩形波出力  出力周波数：Ａ，Ｂ各出力 最大２．５ＭＨｚ 

（３）電圧差動型ラインドライバで出力 

（４）逓倍数切替機能：×２，４，８，１６から選択 

（５）入力信号が 0～±5Ｖの場合、電源は、+5Ｖ単電源で動作可。 

３．用途 

高分解能が可能になりますので、高分解能位置決め制御に最適です。 

４．仕様 

項目 仕様 備考 

入力信号電圧範囲 エンコーダからのＡ相正弦波信号、B相正弦波信号、Z相信号

(MIN：０～±０.５Ｖ／MAX：０～±５.０Ｖ)+5Ｖ電源で動作 

(オフセットありの場合：０～＋６Ｖ調整可、±5Ｖ電源必要) 

ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力：Ｓ１ 

差動入力：Ｓ２ 

出力信号 Ａ相矩形波信号、B相矩形波信号、各２～１６分割 

Z 相矩形波信号／パルス幅：３３０μS±８０μS(パルス幅は

ｺﾝﾃﾞﾝｻ交換により変更可能) 

出力回路：ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

AM26C31ID 

 

最大入力応答周波数 ３００ＫＨｚ MAX  

最大出力周波数 ２．５ＭＨｚ MAX  

角度誤差 A,B 相矩形波出力(１６逓倍)  Max:６度 

A RAL_OUT

T POUT:output period

360deg

6deg×16逓倍
＝26.6％

A RAL_OUT＝6deg×16逓倍＝96deg  

入力周波数=10KHz 

ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力時 

入力振幅=3.0pp 

ｴﾝｺｰﾀﾞの正弦波出力

の一周期をＴpin と

する 

 

電源電圧 ＤＣ+５Ｖ±５％_*ＤＣ-５Ｖ±５％(入力信号ｵﾌｾｯﾄ時必要)  SW3 で切替て使用 

消費電流 ＋５Ｖ／５００ｍＡ ＭＡＸ，－５Ｖ／１００ｍＡ ＭＡＸ     

動作温度 ０℃～+５０℃  

保存温度 －３０℃～+８０℃  
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５．回路構成 
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６．コネクタ接続表＆品種表 

ＣＮ１ エンコーダ用（１２Ｐ）（オプション） 

PIN＃ 信号名 入出力 信号説明 

１ φＡ ＩＮ エンコーダＡ相正弦波信号：Ａ 

２ Ｓ１＝ＧＮＤ Ｓ２＝/φＡ ＩＮ Ｓ1＝アナロググランド端子 Ｓ２＝/φＡ 

３ φＢ ＩＮ エンコーダＢ相正弦波信号：Ｂ 

４ Ｓ１＝ＧＮＤ Ｓ２＝/φＢ ＩＮ Ｓ１＝アナロググランド端子 Ｓ２＝/φＢ 

５ φＺ ＩＮ エンコーダＺ相信号：Ｚ 

６ Ｓ１＝ＧＮＤ Ｓ２＝/φＺ ＩＮ Ｓ１＝シグナルグランド端子 Ｓ２＝/φＺ 

７ ＋５Ｖ ＯＵＴ ＋５Ｖエンコーダ電源出力端子 

８ ＧＮＤ ＯＵＴ ＋５Ｖエンコーダ電源ＧＮＤ接続端子 

９ －５Ｖ ＯＵＴ －５Ｖエンコーダ電源出力端子 

１０ ＧＮＤ ＯＵＴ －５Ｖエンコーダ電源ＧＮＤ接続端子 

１１ ＮＣ   

１２ ＧＮＤ ＩＮ シグナルグランド端子（シールド接続端子） 
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ＣＮ２ エンコーダ用（１４Ｐ）（旧製品ＳＢ１６／６４と同じピン配置コネクタ） 

ピン番号読み方 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

 

PIN＃ 信号名 入出力 信号説明 

１ φＡ ＩＮ エンコーダＡ相正弦波信号：Ａ 

２ Ｓ1＝ＧＮＤ Ｓ2＝/φＡ ＩＮ Ｓ1＝アナロググランド端子 Ｓ2＝/φＡ 

３ φＢ ＩＮ エンコーダＢ相正弦波信号：Ｂ 

４ Ｓ1＝ＧＮＤ Ｓ2＝/φＢ ＩＮ Ｓ1＝アナロググランド端子 Ｓ2＝/φＢ 

５ φＺ ＩＮ エンコーダＺ相信号：Ｚ 

６ Ｓ1＝ＧＮＤ Ｓ2＝/φＺ ＩＮ Ｓ1＝シグナルグランド端子 Ｓ2＝/φＺ 

７ ＋５Ｖ ＯＵＴ ＋５Ｖエンコーダ電源出力端子 

８ ＧＮＤ ＯＵＴ ＋５Ｖエンコーダ電源ＧＮＤ接続端子 

９ －５Ｖ ＯＵＴ －５Ｖエンコーダ電源出力端子 

１０ ＧＮＤ ＯＵＴ －５Ｖエンコーダ電源ＧＮＤ接続端子 

１１ ＧＮＤ ＩＮ シグナルグランド端子（シールド接続端子） 

１２ ＮＣ   

１３ ＮＣ   

１４ ＮＣ   

 

ＣＮ２Ｘ エンコーダ用（１４Ｐ）フラットケーブル配線適用 

ピン番号読み方 

１ ３ ５ ７ ９ １１ １３ 

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ 

 

PIN＃ 信号名 入出力 信号説明 

１ φＡ ＩＮ エンコーダＡ相正弦波信号：Ａ 

２ Ｓ1＝ＧＮＤ Ｓ2＝/φＡ ＩＮ Ｓ1＝アナロググランド端子 Ｓ2＝/φＡ 

３ φＢ ＩＮ エンコーダＢ相正弦波信号：Ｂ 

４ Ｓ1＝ＧＮＤ Ｓ2＝/φＢ ＩＮ Ｓ1＝アナロググランド端子 Ｓ2＝/φＢ 

５ φＺ ＩＮ エンコーダＺ相信号：Ｚ 

６ Ｓ1＝ＧＮＤ Ｓ2＝/φＺ ＩＮ Ｓ1＝シグナルグランド端子 Ｓ2＝/φＺ 

７ ＋５Ｖ ＯＵＴ ＋５Ｖエンコーダ電源出力端子 

８ ＧＮＤ ＯＵＴ ＋５Ｖエンコーダ電源ＧＮＤ接続端子 

９ －５Ｖ ＯＵＴ －５Ｖエンコーダ電源出力端子 

１０ ＧＮＤ ＯＵＴ －５Ｖエンコーダ電源ＧＮＤ接続端子 

１１ ＧＮＤ ＩＮ シグナルグランド端子（シールド接続端子） 

１２ ＮＣ   

１３ ＮＣ   

１４ ＮＣ   

 

※ＣＮ２，ＣＮ２Ｘどちらか使い易い方を利用できます。 
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ＣＮ３  制御電源用（４Ｐ） 

ＰＩＮ＃ 制御用電源 備  考 

１ ＋５Ｖ ＋５Ｖ電源入力端子 

２ ＧＮＤ 電源ＧＮＤ接続端子 

３ －５Ｖ －５Ｖ電源入力端子(信号入力 0～±5V 時必要なし) 

４ ＧＮＤ 電源ＧＮＤ接続端子 

 

ＣＮ２０  信号出力（８Ｐ） 

PIN＃ 信号名 入出力 信号説明 

１ ＰＣＡ ＯＵＴ 分割後のＡ相矩形波信号：ＰＣＡ 

２ /ＰＣＡ ＯＵＴ 分割後の/Ａ相矩形波信号：/ＰＣＡ 

３ ＰＣＢ ＯＵＴ 分割後のＢ相矩形波信号：ＰＣＢ 

４ /ＰＣＢ ＯＵＴ 分割後の/Ｂ相矩形波信号：/ＰＣＢ 

５ ＰＣＺ ＯＵＴ 分割後のＺ相矩形波信号：ＰＣＺ 

６ /ＰＣＺ ＯＵＴ 分割後のＺ相矩形波信号：/ＰＣＺ 

７ ＋５Ｖ ＯＵＴ ＋５Ｖ電源出力端子 

８ ＧＮＤ ＯＵＴ ＋５Ｖ電源ＧＮＤ接続端子 

 

コネクタ品種表 

コネクタ＃ プラグ型番 ヘッダー型番 ピン型番 メーカー 備考 

ＣＮ１ HR10A-10P-12P HR10A-10R-12SB  ヒロセ電機 ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＣＮ２ 87922-3 XG8W-1441  AMP/JAE  

ＣＮ２Ｘ XG4M-1430 XG4C-1431  オムロン 付属品 

ＣＮ３ H4P-SHF-AA B4P-SHF-1AA BHF-001T-0.8BS 日本圧着端子 〃 

ＣＮ２０ H8P-SHF-AA B8P-SHF-1AA 〃 〃 〃 

 

 

７．モニタ端子＆調整ボリュウム＆スイッチ 

モニタ端子 

端子 機能説明 端子 機能説明 

ＡＣＯＳ Ａ相正弦波信号：ＩＣ入力側 /ＡＣＯＳ /Ａ相正弦波：ＩＣ入力側（差動入力用） 

ＢＳＩＮ Ｂ相正弦波信号：ＩＣ入力側 /ＢＳＩＮ /Ｂ相正弦波：ＩＣ入力側（  〃  ） 

ＴＰＡ 分割後のＡ相矩形波信号 ＴＰＢ 分割後のＢ相矩形波信号 

ＴＰＺ Ｚ相矩形波信号   

ＧＮＤ グランド ＡＧＮＤ アナロググランド 
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調整ボリューム（モータ／エンコーダを回転しながら調整します） 

ボリューム名 調整機能 調整ポイント 

ＶＲＡＯ 

 

Ａ相オフセット ＡＣＯＳをデジボルで計測し、オフセット電圧が、作動入力は+2.1

Ｖ、ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力は、／ＡＣＯＳオフセット電圧+2.??V と同じに

なるように調整 

ＶＲ／ＡＯ 

 

/Ａ相オフセット(差動

入力用) 

／ＡＣＯＳをデジボルで計測し、オフセット電圧が作動入力は+2.1

Ｖになるように調整、ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力は内部で固定+2.??Ｖ 

ＶＲＢＯ 

 

Ｂ相オフセット ＢＳＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が、差動入力は+2.1

Ｖ、ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力は、／ＢＳＩＮオフセット電圧 2.??Ｖと同じに

なるように調整 

ＶＲ／ＢＯ 

 

／Ｂ相オフセット(差動

入力用) 

／ＢＳＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が作動入力は+2.1

Ｖ、になるように調整、ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力は内部で固定+2.??Ｖ 

ＶＲＺＯ 

 

Ｚ相オフセット ＺＩＮをオシロスコープでモニターし、オフセット電圧が+2.5Ｖに

なるように調整 

ＶＲ／ＺＯ 

 

／Ｚ相オフセット(差動

入力用) 

／ＺＩＮをオシロスコープでモニターし、オフセット電圧が作動入

力は+2.5Ｖになるように調整（ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾄﾞ入力は内部で+2.5Ｖ固定） 

 

Ｚ相出力切替スイッチ ＤＳ１ 

スイッチ名 機能 

ＤＳ１ 

 

ＣＡＮＯＮ側＝Z相矩形波信号／パルス幅：３３０μS±８０μS(パルス幅はｺﾝﾃﾞﾝｻ交換によ

り変更可能) 

ＩＣ-ＯＵＴ側＝ＩＣの規定値によるタイミングで出力されます。（ﾀｲﾐﾝｸﾞﾁｬｰﾄ参照） 

 

逓倍選択スイッチ ＤＳ２－１／ＤＳ２－２ 

ＤＳ２－１ ＤＳ２－２ 逓倍数 

ＯＦＦ   ＯＦＦ ２ 

  ＯＦＦ   ＯＮ ４    (ＳＢ１６同等の逓倍) 

  ＯＮ   ＯＦＦ ８ 

  ＯＮ   ＯＮ １６    (ＳＢ６４同等の逓倍) 

   

 

オフセット電圧切替スイッチ ＤＳ３(-5V 電源未入力の場合切替える） 

スイッチ名 機能 

ＤＳ３ 

 

０Ｖ側：-5Ｖ電源未入力時選択（信号入力オフセットない時選択） 

-4Ｖ側：-5Ｖ電源入力時選択（信号入力オフセットある時選択） 

 

Ｚ相タイミング切替スイッチ ＤＳ２－３／ＤＳ２－４ 

スイッチ  備考 

ＤＳ２－３   ＯＮ（１） 

  ＯＦＦ(０) 

タイミングチャートを参照して下さい 

ＤＳ２－４ － 未使用 
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８．タイミングチャート 

 

●タイミングチャート（逓倍ファンクション、Ｚ相入出力タイミング） 

ＤＺ信号タイミングはＺＳＥＬ端子により設定可能です。 
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９．調整方法 

 （１）準 備 

 

    電 源……ＤＣ±５Ｖ±５％、スイッチング電源でも可能ですが、なるべくスイッチングノイズ

の小さい電源を使用して下さい。また、グランド処理に十分ご配慮ください。 オシロスコー

プ、デジタルボルトメータを準備して下さい。 

 

（２）ＳＢ６４ＡＳ１/シングルエンドエンコーダ信号用調整 

 

１． 準備：逓倍器のＣＮ２Ｘにエンコーダを接続し、モータ等でエンコーダ軸を回転させます。 

２． Ａ相の調整：ＡＣＯＳをデジボルで計測し、オフセット電圧が/ＡＣＯＳ電圧（約＋２．５Ｖ）

と同じ電圧になるようにＶＲＡＯで調整して下さい。 

３． Ｂ相の調整：ＢＳＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が/ＢＳＩＮ電圧(約＋２．５Ｖ)と

同じ電圧になるようにＶＲＢＯ で調整し下さい。 

４． Ｚ相の調整：ＺＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が/ＺＩＮ電圧（約＋２．５Ｖ）と同

じ電圧になるようにＶＲＺＯ で調整し下さい。 

５． 出力波形の確認：オシロスコープを使用して、ＡＣＯＳ又はＢＳＩＮの信号でトリガーし、Ｔ

ＰＡ，ＴＰＢをモニタする事により、Ａ相、Ｂ相各分割後の信号が観測できます。 

(タイミングチャート参照)またＴＰＺによりＺ相矩形波信号が観測できます。 

 

（３）ＳＢ６４ＡＳ２/差動出力エンコーダ信号用調整 

 

１． 準備：逓倍器のＣＮ２Ｘにエンコーダを接続し、モータ等でエンコーダ軸を回転させます。 

２． Ａ相の調整：ＡＣＯＳをデジボルで計測し、オフセット電圧が＋２．１ＶになるようにＶＲＡ

Ｏで調整して下さい。 

３． /Ａ相の調整：/ＡＣＯＳをデジボルで計測し、オフセット電圧が＋２．１ＶになるようにＶＲ/

ＡＯで調整して下さい。 

４． Ｂ相の調整：ＢＳＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が＋２．１ＶになるようにＶＲＢ

Ｏ で調整し下さい。 

５． /Ｂ相の調整：/ＢＳＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が＋２．１ＶになるようにＶＲ/

ＢＯ で調整し下さい。 

６． Ｚ相の調整：ＺＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が＋２．１ＶになるようにＶＲＺＯ で

調整し下さい。 

７． /Ｚ相の調整：/ＺＩＮをデジボルで計測し、オフセット電圧が＋２．１ＶになるようにＶＲ/

ＺＯ で調整し下さい。 

８． 出力波形の確認：オシロスコープを使用して、ＡＣＯＳ又はＢＳＩＮの信号でトリガーし、Ｔ

ＰＡ，ＴＰＢをモニタする事により、Ａ相、Ｂ相各分割後の信号が観測できます。(タイミング

チャート参照)またＴＰＺによりＺ相矩形波信号が観測できます。 
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１０．外形図及び部品配置図 
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１１．無償保証期間と無償保証範囲 

【無償保証期間】 

☆納入品の保証期間は納入後１年です。 

【無償保証範囲】 

☆上記保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合、ご返送して頂ければ、その機器の故障部

分の交換、又は修理を納入者側の責任において行います。 

ただし、下記に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させて頂きます。 

（１）需要者側の不適当な取扱い、並びに使用による場合。 

（２）故障の原因が納入品以外の事由による場合。 

（３）納入者以外の改造、又は修理による場合。 

（４）その他、天災、災害などで、納入者側の責にあらざる場合。 

なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発され

る損害はご容赦いただきます。 

＊製品改良等の理由により予告なしに仕様変更をする場合がありますので、予めご了承願います 
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